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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
学術集会（1978 年より毎年開催） 
学術推進委員会（SPC）シンポジウム（2005 年より毎年開催） 
学術標準化委員会（SSC）シンポジウム（2006年より毎年開催） 
教育セミナー（研修医・若手医師向け 2013 年より毎年開催） 
学会誌の発刊（1970 年〜より） 
学術奨励賞（1994年より授与） 
岡本賞（2017年より授与） 
＜ガイドライン作成＞ 
インヒビター保有先天性血友病患者に対する止血治療ガイドライン 
インヒビターのない血友病患者に対する止血治療ガイドライン 
後天性血友病 A診療ガイドライン 
DIC診断基準 
＜疾患レジストリ＞ 
血液凝固異常症レジストリ 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
第 23 回国際血栓止血学会開催（2011 年） 
アジア太平洋血栓止血学会（APSTH）ジョイントシンポジウム（2005 年より毎年開催） 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

COVID-19 チームが出したいくつかの提言 
被災地における肺塞栓症の予防について（能登半島地震） 
市民公開講座 
認定医制度 

ｄ.学会運営上留意している点 

本学会は生体防御の一環として重要な止血機構と人類の主たる死因である血栓症を基礎から臨床まで
幅広く研究する、生化学、生理学、脈管学、循環器学、小児科学、外科学、産婦人科学等の研究者から
成る横断的、学際的性格の強い学会であり、特定の臨床・基礎領域の利益に左右されないような運営を
目指しています。 



Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

日本救急医学会ジョイントシンポジウム（2007年より毎年） 
日本検査血液学会ジョイントシンポジウム（2021 年より） 
アジア太平洋血栓止血学会（APSTH）ジョイントシンポジウム（2005 年より毎年） 

 


